
琉球大学学術リポジトリ

《英語科》協調学習を通したコミュニケーション能
力の育成 :
「知識構成型ジグソー法」を取り入れた授業づくり

言語: 

出版者: 琉球大学教育学部附属中学校

公開日: 2016-10-17

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 浦﨑, 多恵子, 山本, 耕司, 上原, 明子, 大城, 賢,

Urasaki, Taeko, Yamamoto, Koji, Uehara, Akiko, Oshiro,

Ken

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/35465URL



英
　
　
語

(俣語科》

協調学習を通したコミュニケーション能力の育成

「知識構成型ジグソー法」を取り入れた授業づくり一

浦崎多恵子本山本語井司キ上原明子事 大城賢判

事琉球大学教育学部附属中学校 帥新調伏学教育学部

I 主題設定の理由
これからの時代は、急速な桓会の変化やグローノ勺レ化

の進展に伴い、様々な人々とコミュニケーションを図り

ながら協力して新しいことを生み出していくことが求め

られるようになる。中教審教育課程企画特別部会「論点

整理lの育成すべき資質・能力「三つの柱Jの1つに「知

っていること・できることをEう使うか(思考力・判断

力・表現力)(1) Jがあげられており「対話守護論を通じて

互いの多様な考え方の共逸長や相違点を理解」するとと

や「伝える相手や状況に応じた表現jができることが求

められている。また、外国語教育においては、「外国語を

通じて，言語や文化に対する理解を深め，積極的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度の育成を図るととも

に，身近な話題についての理解守安現，簡単な情報交換

ができるコミュニケーション能力を養う (2)Jことが目標

とされている。

本校では知識構成型ジグソー法を用いて、共有された

課題についての自分の考えを相手に説明したり、相手の

考えを聞いたりしながら自分の考えについて比較や吟味、

修正などを行い、自分なりの表現方法を持ち、より質の

高いものにしていく協調学習に全教科で取り組んできた。

英語科では、 2年間にわたり、協調学習における知識

構成型ジグソー法を取り入れた授業づくりに取り組むこ

とで、学習課題に対して生徒が主嗣句に他者との対話を

行い、最終的にはより質の高い英語でのコミュニケーシ

ヨンができることを目標として授業づくりを行ってきた。

日悼度の成果と課題を以下に示す。

〔成尉

・ジグソー活動を通して、老師が事前に想定していた「期待する

解答の要素」を満たすような話し合いを概オ訴Tうことができ

た。英語科が目的にしていた「意味内容を伴った意見射育報

の交換lをする対話を進めていく中で、教師の予想を超える

よう松町11ヒ発言明暗もみとることができた。

・知識構誕型ジグソー法により、生徒の自分自身の「ことば」で

伝えたいというモチ崎戸ションを高めることができた。

-知識構成型ジグソー法の授業後にパフォーマンステストを行

うことで、ジグソー活動で獲得した成果を生徒が英語で劉言

するという流れを作ることができた。

f課昌司

・生徒が英語で表現したい事と生徒の表現力の聞にギャップが

ある。

・メンバー構成や、課題の難易度、活動時聞によっては対話が進

まず、結果として十分な解決に至らない、理解カ鴇まらないと

いう意見方ヰ唯アンケートの恒躍に挙がっていた。

・失口融構成型ジグソー法の授業後のパフォーマンステストでは、

知識構成型ジグソー法の授業で考えたり、学んだことが、どう

答えに国映されているかをみとるための明確な割面基準をど

う生徒に示していくかが不明確であった。

昨年度の課題を解決するための取り組みを以下に挙げ

る。

生徒が表現したい事と表現力の聞のギャップについて

は生徒の英語での表現力を向上させるために、コミュニ

ケーションを支える文法事項も取り入れた知識構成型ジ

グソー法を用いた授業の可能性を探る。また、知識構成

型ジグソー法を用いた授業以トでもコミュニケーション

能力の育成を意識した取り組みを充実させる。

知識構成型ジグソー法で、明確な答えが得られない不

安がある生徒については、対話を通して課題を解決しよ

うとする過程が大切であることを伝えていきたい。ま

た、 1人で解決できるので1人の方が良いという生徒が
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出ないように、他のメンノ〈ーがいるから解決できる課題

の設定が不可欠である。課題の難易度も生徒の実態に合

わせていく。ジグソー活動を通して、他者と一緒に活動

することで自分の強みを生かせるという体験を積ませ、

多様な人々との議論を通じて自己成長していくことが将

来大切になってくるというメッセージを送っていきた

パフォーマンステストの際に、生徒に示す評価基準に

ついては、生徒の思考を遮ってしまわないように注意し

て、できるだけ示すようにする。しかし、パフォーマン

ステストにおいてどのように表現してほしいかを具体的

に示しすぎると、生徒自身が相手にどのように伝えれば

良いのか考える前に、答えを示すことになる。もちろん

騨市の方て吋明確な矧面基準を持っているが、生徒にど

こまで示すのかは、課題によって異なってくる。

来年度は2年間取り組んできた知識構成型ジグソー法

を取り入れた授業の課題を改善し、生徒のコミュニケー

ション能力の育成を効果的に行えるように本主題のもと

研究を進めていくロ

E 本研究の目的

知識構成型ジグソー法を用いた授業の実践を通して、

より質の高いコミュニケーション能力の育成を目的とす

る。

皿研究仮説

生徒がコミュニケーション活動を行う場面において、

知識構成型ジグソー法を用いてコミュニケーションにお

ける大切な要素を意識させることで、より質の高いコミ

ュニケーション官巨力を育成することができるであろう。

IV 研究内容

1 研究計画

表1 3年間の研費計画

テーマ「主体的に他者と対話を郵2ながら英語を学
ぶ生徒の育成」糟者同士例目互交流を困る授業

1 Iの工未ー」
年|・「嬬白と I深い理解」の定義と高めたいカの具体
次|化

・「知識構成型ジグソ}法lの捉えと授業づくり
.対話からの学[}<J)評価の梯サ

テーマ『協調学習を通したコミュニケーション能力

2 
の育成一「知識構成型ジグソー法」を取り入れた授

年
業づくりー』

次
-目指す生徒像の修正
• r知識鞠提型ジグソー法lを用いた授業づくり
-対話からの学E知制面の改善

3 • r知識楠捷型ジグソー法lを用いた授業づくり
年 -対話からの学{}の制面とまとめ
次 -本研究のまとめ

本年度は、知識構成型ジグソー法を用いた授業の年間

計画(表2)を立てた。昨年度は各学年、年間3回程度で

あっ7技日識構成型ジグソー法を活用した授業を今年度は

さらに充実させ、計醐句に生徒のコミュニケーション能

力の育成を図っていきたい。

表2 知諦構成型ジグソー法を用いた捜業の年間計画

._ 1............占【こ~.. Iー‘一

2 英語科が生徒につけさせたいコミュニケーシ

ョン能力

本校英語科では、既習の文法事項や表現を使って、単

に相手とのやりとりを行うのでははく、相手の事を考え

たり、新しい関係性を築くためのやりとりができるよう

な力をコミュニケーション能力と捉えている。斉藤

。∞4)は、「人と人との関係を心地よく濃密にしていくこ

とが、コミュニケーションの大きなねらいの一つ (3)Jと

言っている。本校突語科では、ただ単なる情報伝達だけ

ではなく、より良い人間関係を築いたり、新しい考えを

創造して共感できる力を育てていきたい。英語の学習を

通して、生徒にこのコミュニケーションのねらいの一つ

を身につけさせたい。

また、自分の考えを英語で伝えるためには、その土台

となる文構造の理解キ普かれた文の裏にある気持ちをく

み取るなどの読解力もコミュエケーション能力に含まれ

ると考える。
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3 知識構成型ジグソー法を活用したコミュニケ

ーション能力の育成

本校英語科では、英語を用いたコミュニケーション能

力の育成のために、生徒が英語を用いて相手に自分の考

えや伝えたいことを表現し、相手が表現する事を理解す

る活動を普段の授業の導入ヰ練習で行ってし、る。これら

の活動の他に、知識構成型ジグソー法を取り入れること

により、生徒がそれまで学習した内容の中から選んで、

実際に英語を使う場面を生徒に体験させることができる。

生徒が深く考える時間を設け、仲間と共に課題解決に取

り組むことを通して、コミュエケーション能力の基礎と

なる言語習得にもつながると考える。

経験学習モデノレを提唱するコルプ(2015)は、「体験す

る→振り返る→気づく→行動計画を作成する→(再び)

体験する・・」という動きが「学習」であり、その継続が

「成長Jであると述べている。無限に知識を吸収し続け

ることが「学習・成長」ではなく、自分で自分の体験を振

り返り、そこに気づきを得て次の計画を立て直し、再び

新しし、経験に羽織してし、くことが「学習・成長Jであると

いうのである凶。免職構成型ジグソー法の活動の中にも

コ/レプが述べている「体験する→振り返る→気づく→行

動計画を作成する・.Jという学習のプロセスを踏むこと

ができると本校英語科では考える。よって、知識構成型

ジグソー法を活用することで、どうすすLばさらに良いコ

ミュニケーションが図れるのかをジグソー活動の課題を

通して生徒自身が考えたり、深く考えたことを生かして

英語で樹言する機会を設けることができる。ジグソー活

動やクロストークでの気づきを経た後、再び英語での発

信を経験することにより、さらに質の高い英語でのコミ

ュニケーションが可能になると考える。

しかし、グループでの話し合いの際、中学生にとって、

考えたことを英語で話し合うことは、かなり困難である。

本校英語科では、生徒が知識構成型ジグソー法を用いた

学習課題に取り組む際、課題の内容そ噴など、必要に応

じて日本語の使用を認めている。ただし、最終的には、課

題に対して自分の意見を述べる際には英語での発信を目

標にしている。コルプが述べる「振り返る→気づくjの段

階で日本語を使用して考えを深めることで、英語でのよ

り質の高いコミュニケーションにつながると考える。

以下は知識構成型ジグソー法を用いた授業で 「外国人

との交流会での自己紹介文を作ろう」という課題におけ

る生徒の英語と日持苦使用の場面の例である。

課題 f外国人との交流会での自己紹介文を作ろうJ(1割問
エキスパート活動・自己紹介に使える英語表現や |盛翠や教えあいは日本

↓ 効果的な表現方法を確認する。 J岨 「
ジグソー活動:グループメンバー1人を選び、自己紹介通雄盟国主 どは肉

↓ 文を作成し、発表練習を行う。 J ~可献と際
知ストーク:ジグソー活動で作成した自己紹介を 陸盟主ti柿っか

実際に発表する。 卜部日本語棚.¥ な?

工夫した点は日;本語て境表する。 J

国1英語と日本語の使用場面倒

4 授業づくり

(1) 目指す生徒像

より質の高しヲ揺での

発信につながっていく。

対話の中で学んだことを生かして、自分の「ことば1

でコミュニケーションを図ろうとする生徒

英語科では3年間を通じて上記のような生徒の育成を

目指し、「知識構成型ジグソー法」における学習課題の設

定を工夫し、学習者がコミュニケーションにおける大切

な要素に気づき、最糊句には英語で伝え合うことができ

る授業づくりを行っていきたい。

包)英語科における知識構成型ジグソー法の基本構成

本校英語科の知識構成型ジグソー法の基柏句な折れは

以下のStep1.......5のようになる。昨年度、中1で行った

「スキット作成Jの授業の例を流れの下に示す。

匝回事前活動:

活動に取り組む前に、生徒制固人が草稿置に対する

自分なりの答えを書く。

伊D事前課題として提示された「もしも自分のクラス

に英語しが話せない転入生が来たときにどんな会

話をしますか?Jに対して、自分なりの答えを英

語で記入する。

座函エキスパート活動:

基本的に生徒は3つのグループABCに分かれ、

それぞれ違う情報について話し合ったり、読解

等に取り組む。

伊D エキスパート活動では、転入生1人とクラスメ

イトになる2人のA，B，C3人の英語で書かれた

自己紹介文を仲間と読む。その人物について説

明ができるように、わからなし情E分は教え合う。

匝函 ジグソー活動:

生徒が取り組むメインの課題を教師が提示する。
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(課題によっては Steplで提示することもあ

る。)エキスパートABCを学習した3人(また

は4人)が1つのグループとなり、情報交換を

行う。その後、 ABCで得た事を生かして、課

題を解決する。

伊Dジグソー活動ではA，H，Cの3人が集まり、それ

ぞれm人物について英語で紹介しあう。その後

「初めて出会う 3人が仲良くなっていくスキッ

トを作ろう」という課題が与えられ、ジグソーグ

ノいープて・スキットを作成する。

極函クロストーク:

ジグソー活動で出された課題に対するグループ

での答えを発表し、クラス全体で共有する。その

際、英語でアウトプットする機会となるように

する。発表を聞く生徒もコメントキ評価をつけ

るなどの活動を行う。

初Dクロストークでスキットと工夫した点を発表す

る。クロストークでは、他の斑からも違う考え方

や良い点を学ぶことができる。

匝函課題への個人の取り組み:

事前活動と同じ課題、または発展課題に個人で

取り組む。

伊Diもしも自分のクラスに英語しか話せない転入生

が来たときにどんな会話をしますか?Jに対し

て、自分なりの答えを英語で記入する。

極函可能であれはパフォーマンステストを行う。

伊DパフォーマンステストでALTに転入生役になっ

てもらい、生徒は個人で転入生役のALTと英語

で1分30秒間話をして仲良くなろうという課題

に取り組む。

事前課題では、 「転入生に話しかける際、気を

つけることは?J という質問に対して、 「ジェ

スチャーをつけるJ r楽しそうにJと書いてい

た生徒が、ジグソー活動後には「相手の興味が

ある事を聞くJ i.お互い興味があることに誘っ

てみるJというように会話の内容やコミュニケ

ーション古跡に意識が向く生徒の変化が見られ

た。

。)知識構成型ジグソー法を用いた捜業での教師の役割

授業の中のエキスパ}トやジグソー活動では、教師は

支援の役割を担う。卒枝英語科では答えを方向付けてし

まうような質問に対しての回答はしないが、単語の読み

方など内容に影響しない程度の質問には答える。また、

話し合いが滞っているグループには声かけを行う。耕市

が生徒の活動の様子を見て、生徒の話し合いを促すよう

に介入する。

また、生徒が取り組むメインの課題の設定が犬切であ

る。課題に関しては、違った理解を統合しエキスパート

活動やジグソー活動において、生徒同士が対話を進めて

課題を解決することができるように設定する。これまで

作成したメインの課題は、自分の感じたことや意見を英

語で表現したり、より良い道案内や自己紹介など、英語

科では生徒の様々な発想を引き出すものが多u、
5 対話からの学びの評価

対話からの学びの開面は、以下のように(1牒業(i思考・

判断J)評価と(2)コミュニケーション能力 (i表現J)の評

価にわけることができる(図2)。

(1)の「思考・判断」は:(1)は生徒の「思考・判断」が授業

を通してどのように成長していったのかを検証すること

で、授業改善につなげるためのものである。 (2)は、生徒が

対話を通した後の理解と深まりを見とり、生徒にフィー

ドパックし、生徒が改善につなげられるようにするため

のものである。 (lX2)を分けることで、授業者と生徒の両

方が成長や改善点を把握することができると考え、評価

の方法を2段階に分けた。ここで使用する(lX到の評価は、

文科省が示す「思考・判断・表現lとは分けて考える。

(協調学習)

事前t事後の成果物の比較

骨表出した成果物で対話を通した理解の課まりをみとる

G 
貴知識理解、定着をみとる

(11授業(r思考・判断J)

評価

L (2)コミュニケーション
(r表現J)の評価

国2 対話からの学びの宵面の計画と方法

(1) 授業 (i思考・判断J)評価

授業 (i思考・判断J)の制面では、その擾業の婦舌を通

してこの学びがどのように深まったのかを検証していく。
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方法としては、①生徒へのアンケートや自己評価、②記

録音声(ICレコーダー)等を用いる。

①のアンケートについては、昨年度は英語科で時期や

内容を統一して「ジグソー法の授業において、メンパー

との対話を通して、課題を解決できていますか?Jのよ

うな抽象的な質問をしていた。今年度は、例えば、「日記

を書こうJのジグソー法を活用した授業の直後に、「英語

で日記を書くポイントが分かりましたか?J r英語で日記

を書くために大切だと，思うことを全て書いて下さいJf事

後活動で個人で日記を書くにあたって、ジグソー活動で

学んだことは役に立ったと思いますか?J等、それぞれ

の活動で身につけさせたいことが生徒の学びに結びつい

ているかが分かるようなアンケートを実施していく。ま

た、生徒のワークシートからジグソー活動の事前と事後

の課題に対する答えの質の変化を見ることによって、そ

の活動が有効であったカ教師治宝授業を評価することがで

きる。

(2)コミユヱケーション能力(噴現J)の割面

パフォーマンステストや生徒の作品やワークシートか

ら、生徒のコミュニケーション能力 (f表現J)の開面をす

ることができる。

知識構成型ジグソー法の授業を通して、学んだことが

実際にコミュニケーション活動で生かされているかをみ

るために、実践的な課題のパフォーマンステストて普価

をする場合、これまでには、 ALTとの会話や道案内を

英語切子う等に取り組ませ、評価を行ってきた。

パフォーマンステストで生徒が成果を出せるように、

ジグソーの課題の設定がまず大切になってくる。

パフォーマンステストにおいては、テストの前に生徒

に「コミュニケーションをとる時にポイン卜となる要素

を含んで英語で表現しているか」という評価基準を示す。

例えば、 4(3)で挙げた授業後、「クラスに入ってきた外

国人の転入生に話しかけよう」というパフォーマンステ

ストでは、「外国人の転入生と仲良くなることができる会

話を1分 30秒間展開することができればAJという基準

を示すことができる。

また、知識構成型ジグソー法の授業後の事後活動の作

品から割画することもできる。「日記を書こう」という知

識構成型ジグソー法を用いた授期首後に、英語で日記と

質問の回答を書かせたワークシートにより評価の例を挙

げる。

表3 ワーク・ンートの記述

事前情動:Iw町並曲op戸19wi也 my面白l.dIast sun血y.I

加ught'P-shirt. 1ぬ myfa:有国te事由主t.1 ate ice 

creaIn. 

事後活動:lwentsh叩IpingwI:血 my剖.end.盆且盛1ate ice 

creaIn.Itw坦 del副mJS.宜且wehadhamb世伊s

fur lUI叫1. (略)1加ughtaT-品irt盛旦主盟盛.1 

HKA並vervmuch. 1 had a eood time. 

事後活動:r英語で日記を書くにあたってあなたが犬切だと思

うことは骨です『か?J

個宅前何をしたかだけを書くのではなく、具体的に何をし

たかを書いたり、その時自分が思ったことなどを書く。自分

の気持ちを書く。分かりゃすく書き、 2主宣言塞を使う。

評価基準は外国語表現の飽力において以下のようにな

る。

評価A:旬戸→body→四dingの流れを持ち、事実を

わかりやすく書くだけでなく、自分の気持ちゃ印象

を書いている。

評価B:事実をわかりやすく述べている。

評価C:体験したことや感じた事実を英語で書くことが全く

できなし、

上記の生徒のワークシートでは、事前活動で制面はB

であったが、事後活動では、気持ちゃ時間の樹首Lを表す

言葉も意識して使われており、評価はAとなる。

IV 授業実践

1 1学年実践事例「人物紹介」

本単元ではプログラム7の発展学習として、これまで

に学習してきた語棄キ壊現、文法事項を生かし、ある人

物の紹介文をグループで読みとり、仲間と意見を交流し

ながら自分の考えを英語でまとめていく授業実践を春tみ

た。

(1)主題

PROGRAM7 D姐othe Dolphin 

侶UNSH悶EENGLISH COURSE 1 開隆盛

(2) 目標

・ある人物の紹介文の内容を読み取り、三人材単数現産

を用いて、キーワードを頼りに特徴を説明することが
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できる。

・相手の好みキ特徴を踏まえた上で、どの観光地がいい

か、仲間と協力して考え英語で提案することができる。

(3) 本実践の目的

本課では、前課に引き続き三人称単数現荘を用いて、

人の名前を尋ねたり答えたりできるようにすると共に

人和協詞の目的格についても学習する。また、イルカ

を題材にした子どもに人気の本を通して、登場人物の特

徴相生格、それに対する自分の気持ちを表現するという

題材構成になっている。さらに、スコットランド北部で

行われるイルカウォッチングとそれが行われる時期が話

題に出ており、異文イロ耕と併せて自国側捕の文化を

考えることができる単元でもある。

そこで、ある人物について特徴明主格などが様々な視

点で紹介されている英文を用い、その内容についてキー

ワードを頼りに説明することで「伝える」ことを意識し

た人物紹介の方法を知る。そして、自分の紹介したい人

物について、キーワードを頼りに聞き手を意識した紹介

スピーチができるようになることを目標とした。さらに、

沖縄の働t地という場面設定をすることで、自分の地域

の制兄や文化を考える機会とし、授業を計画した。

(制実践肉容

ジグソー法による学習を2時間配当し、エキスパート

活動からジグソー活動、クロストーク(一部)を 1時間

目で行い、残りのクロストークを2時間同で行った。

エキスパート活動では、家族3人それぞれの紹介文を

各グループで読み解き、キーワードを用いて説明できる

ように練習する。次にジグソー活動では、それぞれの情

報を共有し合い、それぞれの特徴キ好みを考慮した、こ

の家族に満足してもらえる観光地をグループで考える。

最後のクロストークでは、グループで選んだ場所とその

理由を、実際にALTに説明しながら、クラス全体で共有

して考えを深めていくという流れでI課題Iを設定した。

①本時の課題

本授業では、本時の課題を以下のように提示した。

課題:

海外に住む友達から、「家族3人位掃&捕で狩輔旅行

に行くので、お勧めの観光地を紹介して欲しい」とメール伊

届きました。この家族同首足してもらえる観光地は?

ジグソー活動では、満足してもらえる沖縄の観光地を話

し合うことで、相手のことを考えるというコミュニケー

ション能力の基礎を身に付けさせたいと考え、本実践を

行った。

本時の最後に生徒が上記の課題に対して、話せるよう

になってほしい期待する解は次の通りである。

期待する解:

Chura-Umi is gl:胤勘伺U前 Emily'sfa:血世 is

血血rested血O凶 lawanhis加'ry.He likes fishing切.

Emily's mo出erpractices Ryt均u血nce.And 

h世血血erlike自 hiswi晶、防u勾udance. Emily 

wants旬 S飽 dolphlns.Al田， Chura-Umi is a very 

famouspla田 inOkinawa.

② エキスJ~'ート活動

ALTから、「友人家族が旅行に来るが、離島に行く計画

もしているため、 1持軍本島で過ごす時聞が1日しかない。

隈られた時間で、満足してもらえる観光地を紹介して欲

しい。」と説明を受けた後、 3"""4名の班で次の課題に取

り組んた三

表4 エキスパート資料

<エキスパートA>父親の紹介文

0歴史の本をよく読む O桝縄の煙史や音楽に興味がある

O奥さんの研爾窃輔が好き O家族で釣りにも行く

0沖縄では有名な場所に行きた凡

<エキスパトートB>母親Z澗介文

0水泳が好きで耕輔でキレイな海が見たい

C噺訪問輔を習っている

0沖縄の食べ物も好きだが、蜘除キ穿司は苦手。

Oショッピングも好きで、耕輔ではカパンを買いたし、

<エキスパート C>娘E血]yの紹介文

0中学生 O父を噂敬 O父とはよく音楽の話をする

α下司pが好きで、安窒奈美恵が大好き

OPCをよく使っていて、耕輔のことは沢山知っている。

Oイルカを見たり、シーサ→乍りをした凡

エキスパート資料の作成においては、それぞれの人物

の特徴が、絡み合うように工夫した。理由は、次のジグソ

ー活動において、お勧め観光地を選ぶ際、答えが1つに

ならないように配慮が必要だったから尤それぞれの特

徴が少しずつ絡み合って、話し合うことで、それぞれの

グループの判断で解を導き出すような内容にした。

生徒は男女混合3.-..，4名のエキスパートグループに分

かれ、最初にそれぞれの自己紹介文の資料から好みヰ嚇

徴を読みとる。次に仲間と協力して三人称で表現できる
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ように言い換えの練習を行い、最後にキーワードで内容

を伝えることができるようにマッピングを用いて、さら

に練習をし丸

次のジグソー活動でそれぞれの人物の特徴をグノv--プ

の仲間にわかりやすく説明できるように準備を進めるよ

う指示した。

③ ジグソー活動

ジグソー活動では、エキスパート活動のグルhープとは

違うメンバーで、男女湯合でグノレープを構成する。各グ

ノいープ、エキスパートA俗と親》、 B{(母親))c佃mily))

' の各メンバーが含まれた3人グループで編成した。まず

始めに、各エキスパートの情報を持ち寄り、それぞれの

人物の特徴を、キーワードを頼りに説明する。次に仲間

と話し合ってお勧めの観光地を選び、その理由を英語で

説明できるようにする。この家族に満足してもらえる観

光地というポイントを意識してコース選ぴを行っていく。

さらに、どんなことを心がけて観光地を選んだのヵ、日

本語での記述も加えた。相手のことを考えるというコミ

ュニケーションの基礎を、この活動を通して気付く機会

とする。耕市は、エキスパート活動の際と同様に進め方

の指示や注意事項、英語で意見をまとめる際の手助け等

を行った。

④クロストーク

クロストークでは、お勧めの観光地をALT寸設する

とし、う形式で行った。各グループの課題に対する考えと

理由を英語で発表を行い、クラス全体で意見の交流を行

った。各班が考えた「答え」を全体で交流し、共通点や差

異に触れることで、課題についての理解を深める。他の

グループの発表を聴く際は、ワークシートに簡単なメモ

書きをするように指示した。発表者へは、聞き手を意識

したスピードで発表することを促した。

クロストーク後には、もう一度、課題に対して自分の

考えと理由を書く活動を取り入れた。

⑤実践の考察

(ア) 捜業前後の変容(ワークシートから)

生徒の事前の考えと、ジグソー活動後の考えを、ワー

クシートの記述をもとに上回安する。以下は、 3名の生徒

の変容である。

表5 ワークシートのE世 C捜業前働

|;| 授 鰍 の 生 伽 謎 脚 マ )
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位

生

徒

中

位

生

徒

下

位

生

徒

【事前:美ら海水鵬官コース】

美ら樹嚇議官 isg∞d.B民別館…・

-美ら海水鵬官lSverypop叫ar.

.Wecan句uchヒトデ andヲマコ.

. Ithasmany恒ndsoffish.

【，心がけたことI

美ら海水族館を自分が好きな理由を説明した。楽しそ

うと思ってもらえそうなことを説明した。

【事後:ひめゆりの塔&おきなわワールド&

あしびな~コース】

B田 au田...

. Emilysfa:出erlikeshis句Iry.

. Emilダsmo出町 likes曲。'Ppingand ryuku 

dance. 

. Emilys wan'国 句makeshi.sa. 

.ThisコースlSnear位l.e民泊.

【心がけたことI

父・母・子どもの全員が好きなこと、やりたいことが

できて、一番満足してもらえそうなコースを選ん尤

【事前: ちゅら海水族館コース】

.Dol凶m.

-ジンベイザメ

.1白h田 manykinds of fish 

【心がけたこと1

たくさんの種類、大きさ、とにかくJ書動する普扮が多

し、から

【事後:首里城ショッヒ。ングコース】

• Fa'也町wan旬go旬由。'Pping.

• Fa由町likeshi崎町・

.Em丑ymakes油1"sa.

'Mo也町eatsOkinaw伽 d

【心がけたこと1

家集事マTきたいところを全て入れて書いた。桝帽とい

えば首里城なので、首里城ショッピングコースを選び

ました。

【事前: ライカムコース】

• befom.ous島rbig

-低四回19

• dinn町isalot

【心がけたこと1
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ライカムのいいところ、たのしいところ、ゅうめいな |

こと

【事後:琉劇寸&やちむんコース】

• Emily wants旬 makeshi-凪

.Mo血町likesWIn. 

• Fa出即日kefisl由18'.

I心がけたこと】

みんながしたいことや、すきなことをゆ2せんにして

えらんた

事前活動では、英文で理由を表現できる生徒は少なく、

単語での表記が多く見られた。また、お勧めの場所とし

て挙げたコースは、有名な場所や自分が楽しめる場所を

挙げている生徒がほとんどであった。授業後には、評価

B、Cの生徒も含め、全員が相手のことを考えてコース選

びをしている。しかも、 i3人のしたいことを必ずいれる

ように」という指示は出していないが、その視点でコ}

ス選びをしていた。本授業のねらいでもある「相手のこ

とを考えたコミュニケーション能力」という視点では成

果と捉えたし、下位生徒に闘しでも、文法やスペルミス

もあるが、単語ではなく文章で表現しようとする変容が

見られ、英語を書く量が増えていた。「期待する解」の実

現については、 75%の生徒がA評価であった。ただ、三

人材単数現在を使った説明に関しては、全備句にまだミ

スも多く、継続的な取り組みが必要である。

以下は、クロストーク後の生徒の感想である。

-意外と自分たちと違うところを遺んでいるところが多か

ったのでピックリしました。

-自分が気付いていないところを発表している人がいたの

で参考になった。

・考え方がかたよると思っていたけど、案外、全てのコース

をそれぞれ説明していて色々 な考え方が聞けた。

・英語でしっかりまとめていて、簡単なワ-}-"でけっこう伝

わってきてすごいなと思った，

(イ) 授業デザインの振り返り

生徒同士のグループ活動であっても、下記のようなマ

ッピングによるキーワードを頼りに、英語でお互いの情

報を伝え合っていた。(図3)

園3 生徒のマッピング例

エキスパート活動の内容を「キーワードを使って伝え

る」という取り組みは、要点を絞り自分で考えて、ある人

物について説明する、という点で効果があった。事後の

アンケートにおいて、「ジグソー活動では、自分が担当し

たエキスパートの内容を、原稿を棒読みではなくキーワ

ードでの説明(伝えること)ができましたか?Jという聞

いに対して、 62.5%の生徒が「できた」、 35%の生徒が「だ

いたいできた」と答えている。「だいたいできた」を選ん

だ生徒の理由に、昨日手の顔を見て話せなかったからJと

いう記述も見られ、伝える=アイコンタクトの意識の高

まりも感じ取れる。「あまりできなかったJと答えた生徒

は、 2.5%であった。

情報共有の後、満足してもらえるより良い場所をジグ

ソー活動で模索していた。生徒のコメントから「同じ場

所でも、それぞれJ伝える内容(理由)が違っていていい!J 

「自分たちと同じコースでも違うところを見ている班も

あったり、違うコースでも納得できる理由があって、ど

こも楽しめそうなコースだなと思った。Jとあるように、

協調・協働の様子治判司える。また、授業を終えての感想に

おいて、「あまり英語を読むのは好きではなかったけど、

今回は楽しんでできたので、とても良かったと思いまし

た。これを機に、耕輔のことをあまり知らない人に、再蝿

の良さを伝えていきたいです。」というま述もあり、全体

が肯定的な意見であった。年間を通して、ジグソー活動

をする際に、ジグソーの特性や良さ等をその都度説明し

ながら進めてきたためだと考える。

さらに、事後活動として取り組んだ、「好きな人を紹介

しようJというパフォーマンステストにおいて、キーワ

ードを頼りにスピーチを行った。ねらいは、「聞き手を意

識しキーワードで伝えるJi三人材嵯数規在の定着を図る」

ことである。

以下は、生徒のキーワード及びスピーチ内容である。
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佐岳山一木
戸fU件j

Hi，例窃yone.

Do you know Anpanman? 

H日 hero.He is gentle and鉱rong.I王e儲 nfly.Heis 

made out of Anpan. He doesn屯likewa:恒r.He gives 

n却，lehis face. He h却 many面白血 Hisrival is 

Baikinman. He i8 pc:司p叫a:rall over也eworld.110明

hlm. 

恒国nk卯 u伽 h加古19.

4砂工夫した点.

その人の良さそ哨徴を、たくさん、くわしく書いた。絵を加

えて内容が伝わりゃすいようにした。

(原文ママ) 園4 生徒のスピーチ作品例

パフォーマンステストでは、 82.5%の生徒が評価 A、

15%の生徒カ瀞価B、2.5%の生徒治評価Cであった。ス

ペルミス等はみられたものの、キーワードを頼りに、そ

の人の特徴や良さ、さらに自分の思いも加えた、聞き手

に内容を「伝えること」を意識したパフォーマンスを心

がけていた。

(ウ) 実践を踏まえた捜業の改善点

ω医霊園
生徒の解答を見ると、エキスパートの切り口や、それ

に基づいた課題の設定は生徒たちにとって適当だったの

ではないかと考える。生徒自身が、答えは1つではなく、

様々な見方や考え方があることに気づいたことが、大き

な成果だった。 三人称単数や人術協詞なども班で指摘

し合いながら、取り組んでいた。ただ、人物紹介における

三人称単数の定着に関しては、ミスもまだまだ多く継続

指導の必凄性を感じる。

叫発問・資料の内調

判輔の現状に合った内容であったため、興味をもって

取り組む様子が見られた。また、理由を考える際も各エ

キスパートの内容が必要になったため、誰か一人だけに

任せるのではなく、班のメンバーで情報を繰り返し磯部

しながら進めていた。エキスパート活動からクロストー

クまでの一連の活動において、仲間と一緒に考え、分か

らないところについて教え合うような様子が見られ、

個々の差が良さに繋がっていることが感じられた。また、

音声記録からも自由に思ったことを口にしながら課題の

解決に向けて取り組んでいることがわかった。

エキスパートの資料を作成する際に、工夫したと同時

に苦労したところは、それぞれの人物の特徴及びやりた

いことの設定である。観光コース遺びの際に、単純に結

論が出ないようにし、グパ{プのメンパーで人物の特徴

を何度も確認する機会を作りたかったためである。また、

ベストではなくてもベターな場所を、班で練り合b申リ断

する活動もして欲しいという思いもあった。音問識を

聞いてみると、「どのコースもどれか1つ足りなし、。はあ、

Eうする ?Jというような、一筋縄ではいかないことへ

の気づきのつぶやきがあった。しばらく、様々な場所を

検討する会話カ被いた後、「やりたいこと全部はできなく

ても、一人ひとりが何か1つはできるようにしよう。」と

いうような発言に変わっている。このやりとりの様子か

ら、資料の内容は適当だったと考える。

当初、エキスパート資料の内容については、各人物の

紹介文を、各班でプラス2文作成させ、ジグソー活動に

おいて単純に結論が出ないような工夫を考えていた。だ

が、各涯で人物像が異なると、クロストークで混自が生

じる可能性がある上に、取り組む課題多すぎるのではな

いかという不安があり、アドバイスを頂いた結呆、教師

側で人物設定の工夫を行うことにした。そのため、生徒

は、メインの問いに特化した活動にしっかり取り組むこ

とができた。メインの聞いに世づくための資料の工夫や

生徒に身につけさせたいカをはぐくむための内容の犬切

さを改めて竿lvt:.む

制受業中の支援・授業の進め方|

キーワードを頼りに「伝えるJという形態をとること

で、スピーチの準備(暗記など)に時間をかけすぎるので

はなく、自分の言葉で、相手の反応をみながら、伝えるこ

とを意識していたので、適当であったと考える。

ALTの友達家族という設定を、もう少し現実的なものに

するために、実際の写真やピデオレターなどを活用する

と、さらに効期句なものになったのではないかと感じt~。

キーワードを使って説明するという活動は、前単元か

ら何度か取り組んでいたため、抵抗は少なくなっている。

しかし、キーワードは表記できても、それを簡単な英文

で「伝える」というのは、まだ上手くできない生徒もみら
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れるため、継続的な取り組みの必要許生を感じた。豊かな

コミュニケーション能力を育てるためにも、相手のこと

を考えながら、持っている知識や自分の気持ちを、自分

なりの言葉でキーワードを使って新言できるような取り

組みを、今後も紺続して実践していきたい。

2 2学年捜業実践事例

which holiday関部onisgood加計sitO凶1awa?

発展学習として、これまでに学習した語棄や表現、文

法事項等を生かし、「いつ耕輔を訪れたらよいか」という

課題に対して相手意識を持ち英語でより良い提案をさせ

るという実践を試みた。

(1 )主題 毎回king活動

(2) 目標

湾活動では、英語で何かを伝える際必要となる伝え

る材料と考えをエキスパート活動を通してアイディ

アを出し合うことで、英語で伝える内容を持コことが

できる。また、ジグソー活動では、 3つの時期の特徴

について理解した上で、相手のことを意識して、自分

たちの考えをわかりやすい英語で伝えることができる

ようになることが目標である。

侶)本実蹟の目的

外国人に耕縄のことを伝える際、耕輔の特徴につい

ての知識と説明できる英語力が必要である。またそれ

らに加え、相手の制兄を考慮し、より良い事諒部でき

る思考回路を育成することが本実践の目的である。

相手の立場に立って考えたり、相手に英語で提案する

ことを通して良い人間関係を生み出すより質の高いコミ

ュニケーション活動を行うことができるようになるため

に本実践を行った。

同)実践肉容

①本時の課題

エキスパート活動を通して、自分の考えを英語で伝

える際、相手にわかりやすい表現ができるようにグル

ープで助け合う。そして、ジグソー活動では、エキス

ノfート活動で考えた各季節の特徴を踏まえて、生徒に

以下の課題を与えた。

来年将縄を訪れる予定のALTの弟さんに、夏休み・冬休み・

ゴールデンウィークのうち，し、つの時期を勧めますっか?

期待する解およE姓徒の姿は次の通りである。

l 明府内生徒の姿)

・狩輔の各時期の特徴を考え英語で伝えることができる。

・耕輔の季輔の特徴や相手の興味等を考え、外国人にお勧め

する時期を遺びその理由を英語で述べることができる。

伊lJ)We也血ksu皿m町 isgood holiday閥則市visit

Okinawa. 百leLamb控tfam丑y likesω凶α)l'

卸値vi出沼田也ey回 ner唱oyswimming血吐l.e田&

官1e時are皿anybeau曲 ubeaches in Okinawa.官時y
can have BBQ at也ebeach切. They四 n旬。y
summer festi.vals. 
Itl由lkJapan朗 efesti.v山 aredi島 rerltfrom festivals 
inC田mda.Esp回ally， eisa臼good旬醐O油国.wan
cul加re.Sowe血血k釦 血m世 包goodholiday艶 a曲 n
加 計sitO困nawa.

② エキスパート活動

アメリカに住むALTの弟からのピデオレターを見た

後、 3""4名の班で次の課題に取り組んだロ(表6)

表6 エキスパ(ト活動

エキスパートA:Activi姐凶IEven包

夏やゴールデンウィークは海で泳ぐ、ピーチパーティーでき

るなと室、冬、ゴールデンウィークの各時期にあるイベント

やアクティピティをワェピングで出し合い、英語で説明でき

るように練習する。

エキスパートB:F<∞d

冬はお正月料理キヰ越しソパカ2食べられるなど、夏、冬、ゴ

ールデンウィークの各時期楽しめる食戸端をウェピングで出

し合い、英語で説明できるように練習する。

エキスパート C:Wi阻出er

0ゴールヂンワィークは台風の，i:;置があまりなく気温は夏ほ

ど高くないなど夏、冬、ゴールデンウィークの各時朝の気候

の特徴やそれに関連してできることをウェピングで出し合

い、英語で説明できるように練習する。

ABCそれぞれの分野で季節の特徴をキーワードで書き、

ウェピングを作成する。ジグソー活動で各季節の特徴を

英語で説明できるように教えあっt~ 書いた英文を読む

のではなく、キーワードのメモのみを使って英語で説明

できるように、練習する時間を持った。

③ ジグソー活動の肉容

エキスパート活動のグループと違うメンパー構成の3

人1組で指定されたメンノ号ーでグループを作る。
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1.夏休み、冬休み、ゴールヂンウィークにできることそ帯

徴をA配一人ずて渉掃で発表する。聞きながら、キーワ

ードをメモする。

2.それぞれの報Eの特徴を表にまとめる。

3. ビデオレターを見て、 u曲 釘t家族の興味のあることな

どを確認する。

4.グノレーア百舌し合し¥1油 ert家族におすすめする時期

を選び、英語でぜデオレターを作る準備をする。

どの季節を勧めるかグJレープで結論を出しその理由も

英語で説明できるように準備した。その際、理由等は英

文ではなく、キーワードのみを書いて発表できるように

準備をした。各季節の特徴を表にまとめることで、スム

ーズにグループとしての結論を出していた。自分たちで

持ち寄ったアイディアを使い、なぜその手舗を選んだか

という理由も英語で表現できていた。

④クロストーク

班で出した結論と選んだ理由をビデオレターとい

う形にして英語で発表する。他のグループの発表を聞く

ことで、自分たちの考えと比較させ、税号力がある内容

であるか考えて評価をワークシートに書かせた。発表は

全てのグループが行った。

発表の際、黒板には、選んだ輔のプレートと発表の

キーワードとなる英単語を書いた画用紙を黒板に貼らせ

た。良い発表l語賠璽を出してくれたLarn恥rt家族にその

ピデオレターを送るということで、発表中 iPadで撮

影した。発表の最初は、自己紹介を行い、自分たちの意見

をグループ全員で発表した。

⑤実践の考察

(ア) 授業前後の変容(ワークシートから)

事前事後活動として、活動の前後に同じ質問に回答し

てもらった。

iQl.海外から友達の家族が来る場合、下の3つの中で

rの季節が良いと思いますカキ選んだ季節にOをつけ、選

んだ理由を続けて英語で書きましょう。」

ここでは、 3名の生徒を取りあげ、同じ生徒の授業前と授

業後の課題に対する解答がどのように変化したか、具体

的な置越を引用しながら示していく t表7)。

表7 ワークシートの記述(授業前働

畳当世 言E強内容備はママ)

偉前〉

1 thinkR11mm貯 vacationis a good醐田n句

計Bit0凶18.wab田 au艶 Okinawais fa血 .ousfor 
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beautiful田!!.If you吋sitOkinawa in July or 

August， YID!回neniovs~.

上 1=株ぐことができるという 1つの醸のみの説明。

位| 停船

生 1I血血k.w.W.国羽田:tion白agood蹴田n句吋Bit

徒 1Okinawa becau時宜 youvisit Okinawa in 

A 1 win胞r，YID!四neniov New Year's dav. You had 

bet也r旬 go旬Fu胞団la町立血e.Alotofp田 ple

visit出.ere加 pray.YOU曲。叫d戸ckOmikuji. 

And you回 neat 0説rlri.on New Year's Day. 

O町 hiis very good dish of Ja抑 n.Weha:鴨且盟

g且血盟butwedoriもhavesnow. so Okinawa' 

W血防白ag∞d問団n.

=争相手が日本文化に興味を持っていることを意識した

お正月の説明、暑し、気候が替手な相手の事を考慮した

内容になっている。

律的

I位由lk.w.温血血 V邸 ationis a g∞d飽 a田n旬

討sitOkinawa bE湖U田 vou伺 neniov swinunirut 

中 1and宣shine:bv beau曲.u田a.

位 I~泳ぐことができるという 1つの要素のみの説明。

生| 骨働

徒 1I仕由lk畠謹辺監 V配 ation臼 ag∞d酷 a田n句

司副 OkinawaYou should go旬 a夙llDIIle:I'

festiv札 Youcan s目 beau曲 d缶-eworks也e四.

And you sho叫dgo句泊施肥aYou個 nenjoy 

BBQ and S'同血仕lere.Al船， you sho叫d伺 t

kak.牢rniOkinawa is verv hot but vou can eniov 

盈垣g豆

=争アウトドアが好きな相手を意識している。夏に楽し

める祭りと海で泳ぐ以外にBBQが提案されている。

又、相手が暑い気胸2苦手であるが、かき氷を食べるこ

とを楽しめるという説明をしている。

倖前〉

1 think晶祖国組tV8i阻.tion泊 ag∞d艶 a田n加

市 tO恒nawabecau鴎 I自国制.由1町 阻goy

swimming very much.司lereare many fish in 

下 1the田 a.

位 1 ::::}i泳ぐことができるという 1

生| 停船

徒 1I白血kGolden W.館k..isa good田 a田 n旬吋sit
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Okinawabc:潤U配Go地nW旬kisa込Andyou

但 ngo盟主盟国理 inthe bea也 anddo田，me

叩凶α)r即 6討封印 wl也卯田・伝mily.You回 n

判。y盟盟匡弘SoI出血kGoldenW田kis也e

bestti血 e旬吋sitO恒nawa伽・戸田・危mily.

司暑さが苦手な相手を意識した気候の説明がある。こ

の時期に相手が楽しめる好きなアウトドアの提案がさ

れている。

事前と事後を比較すると、ジグソー活動をした後は、

各季節で勧めることができる活動の幅が広がり、相手の

ことを意識した提案となっている。授業前の事前活動で

は、外国人に勧める特有はほとんどの生徒が夏を選びー

理由は「きれいな海で泳ぐことができる。」という解答が

多かった。授業後の事後活動では、夏と冬を選ぶ生徒が

ほぼ同数となり、ゴールデンウィークを選んでいる生徒

もいた。その季節を選んだ理由も 1点だけではなく、そ

の季節に楽しめるイベントや食べ物、気候などの様々な

要素を用いて英語で説明していた。

各時期の特徴を踏まえ、相手の興味キ好みを意識した

提案をするという「期待する解答の要素」を満たした生

徒は96%であった。英語で相手に伝えようとする積極

性は見られたが、'喝u曲 川d回 .tka崎'('Ori.“のように、

外国の人が聞いてもわからない言葉をそのまま使って説

明しようとする生徒が見られたので、本当の意味での相

手の立場に立ったわかりやすい説明について考えさせる

事と日本文化を英語で説明する櫛青を身につけさせる事

が必要である。

(イ) 捜業デザインの振り返り

クロストークでは、全てのジグソーグループの発表に

おいて、期特する解である「沖縄の各時期の特徴を考え

英語で伝える」ことと「沖縄の季節の特徴ヰ相手の興味

等を考え、外国人にお勧めする時期を選びその理由を英

語で述べる」という要素が含まれた発表ができていた。

クロストークで他の班の発表を聞いた感想でも次のよ

うなま述があり、他の班からも掌ぶことができたと考え

られる。

・他の班はちゃんと耕輔の良さと時期の良さを伝えていたので

すごいと，~った。私たちのグノいープでは、Golden Weekはあま

りイベントがないと思っていたが、他の班の発表を聞いて私

たちも知れぷこところがあった。

・他の班の発表を闘いて、みんなIfやcanなどを使って、なぜ

選んだ季輔がいいのれ詳しく説朋していですごいと思った。

特に、その季節の良い所を言11'，何が出来て楽しいとかがあり、

納得できた。臼n，Ifは大切だと思った。

また、 2週間後の定期テストの中で、ジグソー課題と

同じ明hichho幽ay醐回n 包 good世me旬吋sit

Okinawa?"とし、う課題を出題した。

「自分の意見とそれをサポートする考えを英語で述べ

ている。又、相手の興味などを考えた意見である。」をA、

「自分の意見とそれをサポートする考えを英語で書いて

いるが、相手の事を考慮していなし、考えが途中までし

か書かれていない。」をB、「無回答」をCとすると、結果

は以下の通りであった。俵8)

表8 評価の結果

A B 

期制緩現 147名ω2%) 8名(5%)

定期テストの中の1聞なので、時聞がなく取り組めな

かった生徒がいることも考えると、自分の意見を英語で

書こうとする意欲と相手の立場に立って提案をするとい

うことに関しては、定着率がよいと考える。しかし、 Aの

生徒であっても、意味は通じるものの文法ミスなEは

所々あった。相手の事を考えて、より良い提案をしよう

と試みるモチベーションに加え、英語運用能力の正確さ

も上げていきたい。

また、公開授業から1ヶ月後に、パフォーマンステス

トを行った。 パフォーマンステストの内容は、 ALTが

ジグソー活動と同じ課題である''Whichholiday鴎個onlS

g∞dtime加 visitOkinawa?"と生徒に1対1で尋ね、生

徒が英語で自分の意見とその考えを口頭で伝えるもので

ある。またその生徒の答えに対して、その答えに官直す

る質問を英語で行うものである。例えば、''Wluchholiday 

田 a田 nis也ebesttime旬吋sitO恒nawa?"に対して、 τ
吐血k summer四国.tIOn is也ebest姐me句吋盛t

O油国.wabe伺 U鴎卯urbro出世-'sfamily likes ou吋∞r

卸値viti，田.In四mmer出.ey団 ne司oy何回uningin 

beautiful田 a."と生徒が答えたら、''Wluchbeach do卯 U

like?" "Are也e時 any0出町卯吋∞Iractivi出sm 

su皿 mer?"のような質問を与えた。

表9 パフォーマンステストの結果

英語の質問に対して、自分の意見を英語で

スムーズに伝えることができた。 132人(83免)

英語の質問に対して、アイコンタクトか音

量が不十分であったがスムーズに考えを
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伝えることができた。 15人(蛸)

英語の質問に対して、答えに詰まったり、

文法上のミスが多かったが答えるととは

できた。 11人(市)

英語の質問に対して、答えに詰まったり文

法上のミスが多く音量も不十分であった。 2人 (1話)

ジグソー活動やクロストークの経験を生かし、 8割の

生徒は自信を持ってALTとの英語でのやりとりができ

ていると考える。また、音量などの面から自信のなさが

窺える生徒や答えに詰まった生徒でも、 ALTのフォロ

ーにより会話を続けることができていた。活動から時聞

が紐晶しでも、相手に英語で伝える自分の考えを持ち、

伝えようとするそチベーションの高さ的惑じられた。

また、事後活動の後に行ったアンケートで、「梓縄を訪

れるおすすめの季節を伝えるにあたって、あなたが大切

だと思うことを全て書いて下さい。Jという質問に対して

は、以下のような回答があった。

-相手がいきたいなって思えるようf語葉とか蜜現を使って伝

えるのと、できるだけ詳しく伝えることが大切かなって思い

ました。

-ます予悌用品2どんなところなのれ詳しく教えることだと思いま

した。そうすれば、どんなところなのか具体的同目手に興味を

持ってもらって、季節の中でどんなものがあるか伝えキサ市、

また、読んでいて楽しくなる、相手が喜んでくれることが大切

だと思いました。

・メリットはもちろん、三三旦之上もちゃんと言うこと。(暑い、

台風が来るなど)他の輔自と違う点を明確に伝えること。

「理由を具体的に詳しく伝える」昨日手の事を考えて伝

えるJという回答を予想していたが、相手が行きたいと

思う言葉宍苦観のことまで考えている生徒がいた。また、

こちらがおすすめする季節をすぐに伝えるのではなく、

沖縄全般について説明した上で、提案をするという段階

を踏むことやデメリットについても伝えて相手に選択し

てもらうことが大切だという所まで踏み込んで考えた生

徒もいた。

(ウ) 実践を踏まえた授業の改善点

ω慢業デザイ斗

生徒の課題への取り組みの様子と生徒の事前事後活動

の解容を見ると、課題の設定は生徒たちにとって適当で

あったのではないかと考える。英語でのコミュニケーシ

ョン能力を伸ばしたいという面でも、相手の事を意識し

た英語での提案ができていた所は良かった。しかし、日

本語の単語をそのまま使って、説明しようとする生徒が

かなり多かった。日本のことを全く知らない外国人がい

きなり「かき氷Jr.梯旨」という単語を聞いても理解でき

ないという感覚が生徒には身についていない。相手が本

当の意味でわかりやすい英語での説明ができるように、

この授業の前に、ある程度の司I糠が必要であったと考え

る。

エキスパートの設定については、最初は、「夏休みJi冬

休みJrゴールデンウィーク」の3つに分けていた。これ

だとジグソー活動で意見が強い人の「時期」に決まって

しまうことが想像でき、後のメンバーの意味がなくなっ

てしまう。アドバイスを頂き「イベントJ r食べ物J r気
候」の3つにエキスパートを変えることで、すべての生

徒の意見が取り入れられたジグソー活動になった。エキ

スパート活動のどれか1つではなく、全ての要素がジグ

ソー活動で必要となる授業デザインの大切さを改めて学

ん忙。

昨年度までエキスノ号ート活動やジグソー活動では、生

徒による日本語の使用が主になっていたので、今年は活

動の中で英語を使う場面が増やすことができないかとい

うことを意識して活動を考えた。その中で、生徒同士で

英語を使用する場面では、対話が減ってしまうグパ戸プ

もあったが、懸命に英語で伝えようとする姿が見られた。

キーワードのみを使って英語を脅す練習を今年度から取

り入れたばかりなので、英文を見なくても英語で伝える

練習に継続して取り組ませ、良質な表現ができるように

指導していきたい。

ω標題や資料の提剖

エキスパート活動では、それぞれのグループがジグソ

ー活動で使うことができるアイディアを出し合うことが

できるのカ午安であったが、グノレープごとに差はあった

もののそれぞれアイディアを出しあうことができていた。

また、生徒自身が考えたアイディアであったので、伝え

たいという気持ちが大きくなったのではないかと考える。

さらに事前に沖縄について生徒自身が調べる時聞があれ

ば、エキスパート活動で伝える情報が増やすことができ

たと考えられる。

次に、この課題をアメリカに住むALTの弟にビデオ

レターの形で提示してもらえたのは、リアリティがあっ

た。また、クロストーク後に、 3つのグループを選出し、

ピデオレターを撮影してアメリカに映像を送ることがで

きた。これらの作品をお互い観賞したり、クロストーク
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で生街固人が各グノレープの発表内容の説得力について相

互制面しているので、その集計をフィードパックするこ

とで、生徒のモチベーションをさらに上げることができ

たかもしれなかった。

臼1)1捜業中の支援、捜業の進め方など|

エキスパート活動とジグソー活動の時間配分はおおむ

ね良かったと感じる。しかし、クロストーク前の発表準

備の時間は少なかったので、英語が苦手な生徒にとって

は大変であったと思う。相手にしっかりと伝わる声量や

発表の仕方を意識する仕掛けができるようにしたい。

授業1ヶ月後、パフォーマンステストとして、同じ課

題を提示して、何も見ずにALTに生徒が自分の考えを

英語で説明する機会を設けたが、全ての生徒が英語で自

分の考えを伝えることができた。ジグソー活動で取り組

んだことを、生徒自身の英語で伝える機会をこれからも

作り、生徒の自信につなげていきたい。

3 3学年実践事例「日本文化紹介』

本単元では、日本語の四字熟語「一期一会」について、

日本文化である茶道における所作の説明を協調学習の資

料として用い、外国人に説明する際にキーワードとなり

そうな表現を、グループの仲間と対話しながら考え、最

終的には英語で伝える活動を行った。

(1 )主題

α蜘 ge2英語で茶道MiJre'sVtsitωKyoω(s町田町E

ENGUSH COURSE3 開隆堂j

(2) 目標

・日本文化でありながら、その理解が十分ではなかっ

たことがらについて、英語を通して理解する。

・日本人にとって当たり前の日本文化を英語で表そう

とすれば、どのように表現村もばよいかを理解し、英

語で表現することができる。

侶)本実践の目的

学習指導要領において、「内容の取扱い」中に規定され

ている「外国々戒が固の生活や文化についての瑚特深

めるとともに、言語や文化に対する関心を高め、これら

を尊重する態度を育てるのに役立つこと」との点を踏ま

え、日本の文化を英語で表現することをねらいとしてい

る。しかし、白文化についての知識はあっても、それを英

語で表現するということになると、どのように述べれば

よいかということが問題になる。相手の文化にそれに対

する概念がなし暢合は訳語を充てることはできず、説明

を加えることになる。そこで本単元では、日本文化の発

信に、生徒の興味・関心を向けさせ、 rのように英語で表

現すれば的確に理解してもらえるかを意識した表現活動

に、協調学習を取り入れた授業を計画した。

事前活動として、茶道に闘する映像資料を見せて、既

有知識や映像からの情報をヒントに、「茶道の重要概念と

しての『一期一会」の説明を、キーワードを挙げて書かせ

た。その後の協調学習におけるエキスパート活動におい

ては、茶道の所作や心がけ、主人の客人に対する姿勢な

どについて書かれたものを3つの資料として準備し、そ

れぞれのグループごとに、キーワードを抜き出し、英語

で説明を試みる。次にジグソー活動では、「聞い儲濯む」

を解くために、各涯の資料で得たキーワードを頼りに、

日本語の四守事癌「一期一会」の説明を話し合い、書き上

げる。そしてクロスト}クでは、全グ/いープがジグソー

活動で作り上げた英語での説明をキーワードのみを提示

しながら、英語を用いてクラス全体に発表をする。事後

活動として、個人で「一期一会」の説明文を英語で書かせ

るテストを、後日行うという流れで授業を行った(表10)。

表10揖業計画

時 学習内容及び精動
、同

日本の伝統文化に対する理解を深め、発信力を培う鞍材、-

れ Program 6 Let's百lkabout Things Japaneseで

ま 日本文化を英語で説明する L鳥獣戯画・けん玉j

で

目リ 英語で浴衣の説明(ジグソー教材①1):浴衣に厨する英

時 文を読弘英語で説明文を完成させる。

本 体時]r一期一会」掃宮古説明してみよう!
時 ①エキスパート活動(それぞれの謀題に取り組むj

②ジグソ}活動侠語での分かりゃれ、説明を考える)

次 ③クロストークゆ様な唱えJを教挫体で交流する)

時
ヲ~ 個人で「一期一会」の調月文を英語で書く。」

の

後

(4) 実践内容

①本時の課題

茶道に閲する英文をエキスパ}ト活動の資料仏:r点

前」、 B:r和敬清寂J、C:r;掛け軸・花」、の3つの所作や

作法、心がけなどが望書効当れたワークシ」ト)として用意し、

本時の「言親ruを以下のように提示した。
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|時四時「ヤJ頬でどう糊する?

エキスパート活動における「課題Jは、各グル~プに与

えられた資料を読み、その内容についてキーワードを用

いて英語で説明することとした。資料から抜き出したキ

ーワード (orフレーズ)だけを見て説明できるように、

下書きなどをして準備をする。

次にジグソー活動においては、それぞれのエキスパー

ト資料に喜かれていたととを、キーワードを提示しなが

ら英語で説明をする。そして、それらのキーワードなど

を参考にして、「一期一会」の分かりやすい説明について

対話をしながら、英語による説明を考える。

最後のクロストークでは、ジグソー活動で書き上げた

5""'8文程度の説明文から、 3""'5個程度のキーワード

を抜き出して提示しながら、実際に ALTに説明をして、

全体で共有をし、考えを深めていくという流れで「課題l

を設定した。

② エキスパート活動

エキスパート活動では、グループ編成を男女混合の3

名X8グループ(計 24名)と男女混合の4名X4グルー

プ(計16名)とした。

事前活動で確認した、「一期一会」という言葉の由来は

茶道にあるということと、茶道にからめた説明をするこ

とを告げ、本時の I課題lを前述のように提示した。

「課題」提示の際には、茶窒内の写真画像をテレピモ

ニターに映し出し、また茶室内にいる雰囲気づくりのた

めに、和テイストの政湖を流した。活動に入る前には、

「一期一会」の辞書的な定義「一生に一度だけの機会。生

涯に一度限りであること」を再確認し、それらを踏まえ

て、課題として取り組bくき内容について、生徒との対

話を行う中で確認をした。

エキスパート活動では、上記のグループ編成で 15分間

話し合いと英対日入の時間を与えた。活動時の老師の支

援は、単語のスベルや発膏のみに限定した。また、次のジ

グソー活動では、各エキスパートグJIrープに書かれてい

る情報を、 3つ以内のキーワードにまとめ、原稿を見な

いで英語を使って、グループの仲間に説明ができるよう

準備を進めておくことを指示した。

③ ジグソー活動

ジグソー活動では、グループ編成をエキスパート活動

で ABCをそれぞれ担当したメンノミーを含む男女混合の 3

名X12グル~プ(36名)と男女混合の4名X1グループ(4

名)とした。

ジグソー活動は25分間設定した。ジグソー活動に入る

前には、各エキスパートで手に入れた情報を、 3つに絞

ったキーワードのみを提示して、英語で伝えることを意

識させた。本時においては、「一期一会」の英語での説明

をすることだけが固標ではなく、伝える場面、状況、相手

によって、英語での表現を工夫して伝えることができる

ことを目標とした。

最初は、エキスパート A、B、Cそれぞれの得た情報を

キーワードを揖示しながら、伝え合う。次に、各エキスパ

ートグループに書かれていた情報を組み合わせながら、

「一期一会」をどのように伝えるかについて話し合い、

英文を作成する。活動の様子を見ながら、話し合いのみ

に終拾するのではなく、話し合いを踏まえた英語による

説明文を書くことを促した。

④クロストーク

クロストークでは、ジグソー活動で話し合い、書き上

げた説明文を、 3""'5個程度のキーワードとして抜き出

し、それをホワイトボードに書いたものを示しながら、

ALTに英語を使って実際に説明を行い、互いの考えキ説明

の仕方の共通点、違い等を共有する機会とした。それぞ

れの発表後には、此Tから説明された内容についての質問

をしてもらい、それに対して英語で答える場面も設けた。

事後活動として、個人で説明をする筆記テストと、外

国人に、日本の文化を紹介する際に工夫したこと・感想・

分かったこと・苦労したことなどを書くアンケートを実

施し九

⑤実践の考察

(ア)捜業前後の変容

ここでは、 3名の生徒を取りあげ、同じ生徒の授業前と

授業後の課題に対する角宰答がどのように変化したか、具

備句な記述を引用しながら示していく(表11)。

表11①ワー夕、ンートの記述懐業時

生徒 授業前 *原文ママ

T 
(キーワードを書いている)

-お茶 -儀式 -伝統的な日本

Ichi伊 -Ichi.e白血oughtby sen no Ri勾uu.

He is a man who produ田dtea 即時mony.

Y 
He血叩ght， "We have nev町血田t縄問

kindsofte負担asna也s，也acup， and 也a

room m us 協プ so we should也ink

impo武 田t旬回申enen回世由民a田 町'mony.

A (キーワードを書いている)
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生徒

T 

Y 

A 

-chan田 ・∞]y . IDI田由19 ・礼儀

表11②ワークシートの配述強業種目

授業後 *原文ママ

Sen no Rikvu m岡山田dwa-kei-配-jyaku.

It refers加 clearthe f出nosnh目'e of吐19

盟堕盟型車加叡>othe也eguest hart. Tl盟

亙些昌生旦 istea問問mo町's由eme. Tl盟

皇皿rers凶 nga田 n偲ぱ吐1e毘 a回 n旬位1e回a

四 remony. 'lbe host and也.egues旬 g言。y

the time as tlle onlv chan館白血館teach 

o曲目.

=争エキスパート全ての情報を盛り込んでいる。しか

し、説明としては不+分。

副首go-Ichie臼wordrnade by Sen no Rikyuu岨

Heisam創 1who produ伺 d也e也a関 remo置lY.

百le tea開問monyhas吐立田甲，iritof 

ho甲t泊五旬 First， tlle act of making a出alB

伺 lled'lemae. 品cond，旬fa-Kei-Sei・J拘ku"

has the basic地邸 odSado. It shows tllat 

it is importantめd朗 r出e駒田崎ph問。f出e

四 remony旬飯沼曲e吐19guesピsheart血臨a

room. last， 也町e are kak骨量U 創ui

鴎邸onalblossoms血血e胎aroom. 官協関

bring田 n館 d由S回国on白血etea四 remony.

We伺n't偲 F剖.en即位19阻 me恒ndof出e出a

関 remonyin our life at once. 80 sen no 
m勘uumade也lSW'町 d.

=宇エキスパトート全ての情報を盛り込んでいるが、重

要なところ治被り切れていなし、

Sado has a旦盟主盟.It臼 ruleof出回

開 remony.τhehostand也egueS旬 enjoy

血etime個 出eo，nlvchanm加盟問teach 

otller is sado. 80，出e団四monymaster 

生盟主盛盟kakejilruand田国onalblo幽 3幽 h

也e也a話回u. Because， in仕latway仕le

田町田onymas伽 shows位mthelshe wants旬

豆d盟盟ghislhergu曲 包 M均0・Ichie∞m倒

from白e能型垣昼.

今エキスパート全ての情報を盛り込んでいて、シン

プルだが、茶道の重要概念としての説明もされてい

る。

授業前には多くの生徒が、四手熟語の「一期一会」と

「茶道」の関連性を見出すことが出来ないうえに、自分

の知っている「一期一会」の意味を、英語を使って説明す

ることに苦労している生徒が多く見られた。授業後には、

「期待する解答の要素」として挙げてほしかったキ}ワ

ード (theonly chance， m田也19'onlyon∞ina lifetime， 

t叫ay回 nnever be回 periencedagain， give血.ebest 

h凶pl旬1ityに似た言葉)が、クロストークの発表の際に

たくさん出てきていた。しかし、グノいープによっては、重

要だと思われる要素を絞り切れずに、そのまま羅列して

まとめきれずに、かえって分かりにくい説明になってし

まっている(自分たちの言葉になっていない)ところも

見られた。

(イ) 捜業デザインの振り返り

ワークシ」トの鞘町基準を以下のように設定した。「エ

キスパートグループの全ての情報を盛り込んでいて、茶

道の重要概念としての説明がしっかりとされている」を

A、「エキスパートグループの全ての情報が盛り込まれて

いるが、説明が不十分。重要なところが絞りきれていな

しV をB、「エキスパートグループの情報が不十分、説明

が最後までされていなしリをCとした。ワークシートの

記述状況を開園したところ、 33%(13名)の生徒がA評価

で、 46%(18名)の生徒がB、そして21%(8名)の生徒がC

という結果であった。耕市の事前に想定していた、エキ

スパートA，B，Cそれぞれの資料の中から、キーワードと

なる言葉を抜き出し説明をすることが出来た「期待する

解答の要素Jを満たしていた生徒は3名(7%)と少なかっ

た。

課題が難しくチャレンジングなものであることを想定

して臨んでいたが、グループによっては、分かりやすさ

までを考えきれる余裕がないグループが多く見られた。

前時までに、岡本の伝統文化である、「玉入れ、パン食い

競争、竹馬」を4人1組で、そして「浴衣」についてジグ

ソー活動にして臨んで来た成果もあり、「日本らしいもの

を別の言い方伊ト固にあるもので例えるとか川で取り組

もうとしているグル{プも多く見られたが、「茶道jとい

うもの自体をあまり知らない生徒や、日本独特の「感也

というものを表現しずらいところに苦労していt:.a(特に

エキスパート Bの「糊嫡寂lの言葉の意味や、雰囲気

を大事にするという概念)そこで結果として、エキスパ

ート Bの内容をどう盛り込むかに時間がかかっている様

子であった。
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後日行った、個人で「一期一会J，こついて説明する英文

を書かせる言謎式のテスト後には、外国人に、日本の文

化を紹介する際に工夫したこと・感想・分かったこと・苦

労したことなどを書くアンケートを実施した。以下は、

生徒たちのコメント欄に書かれていた内容である。

①工夫したこと、頑張ったこと

・一期一会の意味は、日本に住んでいる人は、だいたb吹司っ

ているので、説明しようとすると、大事な部分が抜けたり

するので、一回自分も何も知らない状態をイメージしたり

することを意識しました。

・この授業をする前だったら、ただ意味を英訳して伝えるだ

けだったと思うけど、今だったら、日本特有の文化の茶道

の情報を交えて外国人が納得できるように伝えることが

できると思いまオ九

②分かったこと、苦労したこと

・日本と外国では、文化キ習慣、考え方など違う点がたくさ

んあるので、お互いの文化を理解u題し合うためにも、

日本の文化を外国人に英語で伝えることは役に立ってく

るのかなと思いました。

・文化はその聞虫特なものだと思うので、他の国にあるもの、

また他の国の人でも分かるような物に例えるのが大変で

したe

書かれていた英文は、難しい語棄に関するスベノレミス

等は見られたものの、キーワードとなる言葉をつなぎな

がら、分かりゃすい説明を心がけていた。

(ウ) 実践を踏まえた授業の改善点

ω眼業デザインについ廿

教科書の中で扱われていた「茶道」に関する説明を、エ

キスパートの資料として活用して読み込ませ、それらの

知識が「一期一会」の説明につながるという課題の設定

は、英文をただ読み込むのではなく、目的をもって読ま

せる意味では適当であったと考える。課題の難易度も、

3年生のジグソー学習の集大成という意味で、チャレン

ジングではあるが解きてTこえのあるもの在ったと考えて

いる。ゴールの設定も、外国人仏LT)に英語で分かりゃ

すく口頭で伝えるということを目標にしていたので、多

少の文法的なミスはしても、伝われl也、いことを念頭に

おいていたので、評価も割り切ってできた。

ω標題や資料の提剖

発聞に関しては、普段から取り組んでいる、各資料の

重要であると思うところ(内容)をキーワードにして書

き込ませ、準備しておかせることで、ジグソー活動での

報告もスムーズにいったのではないかと考える。資料で

は未習後には注を付けるように心がけたが、それでもエ

キスパート Bの資料は少し内容が読み取りずらかった様

子であっ七骨

エキスパートの資料を作成する上で、筆者が苦労した

ことは、やはりこのエキスパート Bの資料の内容を何に

するか、そしてその内容をいかに英文にするかであった。

筆者としては、エキスパート資料として、他のエキスパ

ート AやCの資料と形式を同じにしたい意図もあった。

その結果、内容として選んだ「殺撤清鼠lは、生徒にとっ

ては即|染のない言葉である上に、その資料を英文化した

時に、来習語の多い、読み取りにくい草梓十となってしま

ってい'ko

生徒たちは、このエキスパート Bの資料から、重要と

恩われる情報を抜き出そうとするときに、やはり内容が

理解できる部分を中心に選ぶことが多く、あまり覇軍で

きない部分併謂語が多く含まれていたり、発音が出来

ない単語が多く含まれる文章など)は、たとえそれが重

要な情報であっても、選ばれることがないことが多かっ

た。情報が正確に読み取れない、また誤った情報を伝え

ることで、ジグソー活動でも、エキスパート Bの内容を

どう説明に加えていくかで悩んでいるグループが多く見

られた。

改善点としては、「糊精寂lのそれぞれm漢字の意味

を英語で伝えるにはどう言えばよいかを考えさせた後

(例えば「敬lなら即時間t伺 cho血erと州、この言葉

が「一期一会」の説明にどうつながるのかを考えさせる

シンプルなものにすることが考えられる。

エキスパート Bの資料に限らず、エキスパート Aの資

料においても、エキスパート活動における課題を rWhat

18市 mae勺」と提示したことで、授業者が資料から読み

取ってほしかった、 rrおもてなし』の精神として、主人が

客人のために行う所作」ではなく、「点前」の意味を説明

するだけに留まってしまったグループもあった。この点

については、エキスパートにおける課題を、明hydo也e

h四t田 rve也etea wi也四re?Jのような、メインの課題

に迫るような内容にすることができるのではないかと考

える。

以上のように、メインの課題だけではなく、メインの

課題の解決につながる、エキスパート資料における課題

の大切さを改めて菊歯した。

位。|授業中の支援、授業の進め方など|
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授業の進め方としては、事前に「茶道」の概略を映像で

見せ、そして茶具や掛け軸などの実物を見せることで興

味を引き、外国人に英語で説明をするという制服定を

したことで、生徒たちが「相手を意識した」英文作成に取

り組んでいたところが良かった。前時までの「日本オリ

ジナル」なものを英語で説明するという体験が、さらな

る「ディープな日本」を説明する際に、先述の生徒コメン

ト欄の中に見られたような、自国のことをもっと知る必

要があり、さらに英語の表現の幅を広げようとするそチ

ベーションにつながっているのではないかと考える。

時間配分に関しては、エキスパート活動とジグソー活

動で1時間、クロストークに1時間を割り雪てた。クロ

ストークでは、全グループに、キーワードのみを提示し

ながら、原稿を見ることなく、 ALTに説明を行わせた。事

前に各グループの各個人で担当する英文を分担して臨ん

でいるとはいえ、相手 (ι，T)の即芯を見ながら、言葉を

選ぴ、時には原稿に書かれていない言葉を付け加えなが

ら、一生懸命に説明する様子をみとることが出来た。今

回の授業のような流れで、耕市が課題を提示し、英語で

伝える場面設定をし、最終的には生徒が英語を使って此T

外国人)に説明をする必要性を与え、考えた英文をキ

ーワードにして伝え合う活動は、協調学習のみならず、

普段の授業の中でも積極的に行っていきたい。

V 成果と課題

1 今年度の成果

(1 )生徒の変容

① コミュニケーション能力

(ア)相手を意識したコミュニケーション

知識構成型ジグソー法を用いて、本校英語科で求めて

いるコミュニケーション能力を大多数の生徒が向上させ

ることができたと考える。公開授業で例を挙げると、 1

学年は「相手のことを考えて観光地を考え英語で発表l、

2学年は「相手のことを考え、耕輔の特徴を踏まえて、相

手に勧める季舗を英語で発表j できることが目標であっ

たが、事後活動やパフォーマンステストの結果から見る

と9割以上の生徒が達成していると言うことができる。

授業後の生徒のワークシートのコメントからも、相手意

識を持ち、より良い提案をしようとする姿勢がうかがえ

た。クロストークや事後活動においても、相手に自分の

意見を提案する際、 98犯の生徒がその根拠も英語で伝える

ことができていた。 3学年では「日本の文化を外国人に

英語でよりわかりやすく説明」できることが目標であっ

た。難しい課題であったが、授業後の生徒のコメントか

ら、生徒がH本文化をより理解し、何も知らない外国人

の立場に立ってわかりやすく説明する考え方が身につい

ていると言える。学年の発達段階に即して、コミュエケ

ーションにおける大切な要素に気づき、より質の高いコ

ミュニケーション活動を行えるようになってきていると

考える。

(イ)キーワードを用いた活動

今年から、自分の考えキ班で話し合ったことを英文に

してから、それを読み上げて相手に伝えるのではなく、

キーワードのみを書き、そのキーワードを手がかりに英

語で伝える活動をジグソー活動やクロストークで行うよ

うにした。難しいと感じる生徒がいるが、普段の授業で

も英文を見ずに会話させたり、キーワードを用いて自分

の考えを伝える練習を積み重ねることで、ジグソー活動

やクロストークにおいても、キーワードのみを見て英語

で伝えようとする意欲は高まってきている。

②モチペーション

今年度の知識構成型ジグソー法の授業を通して、さら

に自分が住む地域や日本の文化について、知りたいとい

うそチベーションを高めることができたので、これから

のコミュニケーション活動に生かしていけると期待する。

また、 1学年から3学年まで学年が上がるにつれ、段

階を踏み、より実践的な英語でのコミュニケーション活

動に挑戦させることができた。 ALTやALTの家族な

ど、外国人に何かを伝えるという縦兄設定をすることで、

より必要性を感じて生徒が活動に取り組むことができた。

知識構成型ジグソー法を用いることで、英語で伝えた

いという生徒の意欲や生徒が伝えたくなるような内容を

生み出しゃすくなると考える。事前事後活動を比較する

と、英語の表現の幅や英語を書く量も増えている生徒が

ほとんどであった。

(2)糊市の変容

①生徒の実態の把握

課題の難易度の設定がとても大切である。少し難しい

が何とカ唱えを導き、ジグソー活動では3人いるから解

決できるという課題を設定するには、生徒の実態の把握

が必要となるという意識が高まった。

② エキスパート資料とジグソー活動の関係

エキスパート活動では3つのグループに分かれること
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が多いが、各エキスパートの3つの資料を生かして1つ

の結論を出す方が活動させやすし、

例えば、 2学年の実践例の場合、外国人にお勧めの沖

縄観光の時期を提案するという課題で、エキスパート活

動をA夏休みB冬休みCゴーノレデンウィークに分け、そ

れぞれの輔にある行事や食べ物、気候について話し合

わせると、ジグソー活動ではA，B、Cを担当したそれぞ

れの生徒の英語力や発言力によって、どの季節が良いか

決まってしまう可能性が高し、説明がたくさんできる生

徒や英語力が高い生徒が提案した季節が採用され、他の

季節の提案をした生徒の意見は不要となり、話し合いの

モチベーションも低くなる。

しかし、エキスパート活動がA行事B食べ物C気候に

分け、 ABCそれぞれが3つの季舗の特徴について話し

合いを行い、ジグソー活動でそれらの意見をシェアした

場合、全員の意見が採用されることになり、 3人で1つ

の意見を作り出していくことになるため、自己有用感を

持ち、クロストークにむかつてのモチベーションを高め

ることもできる。エキスパート活動とジグソー活動の関

係を考えた教材作りができるようになった。

③知識構成型ジグソー法に適した題材

本校では、コミュエケーションにおける大切な要素に

気づき、より質の高いコミュニケーション活動につなが

るように、知識構成型ジグソー法を活用している。よっ

て、既習の知識を生かし、場面に応じた英語での会話や

スピーチ、リーディング、文化紹介などの表現活動で知

識構成型ジグソー法を活用することができた。また、ク

ロストークや事後活動での発信を英語で行うことを目標

とすることで、生徒が英語を使い自分の考えを表現する

モチベーションにもつながっていると考える。そして、

生徒同士で考え生み出した英語での表現は、実践事例に

あるように定着率も高し司頃向にある。

④活動の中で英語で伝え合う場面を取り入れる工夫

昨年度まで知識構成型ジグソ一法を用いた活動では、

日本語の使用が主で、クロストークの際もグループで作

成した英文を読むという発表が多かった。本校では、生

徒がより質の高いコミュニケーション能力を身につける

一つの段階として深く考えるために、話し合いの際の日

本語の使用を認めている。

しかし、今年度は、エキスパート活動、ジグソー活動、

クロストークにおいて、英文を書かせた後それらを読ん

で伝え合うのではなく、話し合いの際、キーワードの英

単語のみを書かせ、伝え合う場面において即興で英語を

話させるということを試みた。

生徒はキーワードを頼りに、その場で英語を伝えるこ

とにまだ慣れていないので戸惑っていた部分もあるが、

伝えようという姿勢は見られた。多少の間違いがあって

も、伝えようとする意欲を大切にしたい。エキスパート

やジグソー活動の小グループ内で即興で伝えたり教え合

うことで、クラス全体でのクロストークでの発表でもキ

ーワードのみを使って自分たちの考えを伝えることがで

きていた。

また、知識構成型ジグソー法以外の普段の授業の中で

も、キーワードのみを使つての英語での会話の練習を取

り入れている。その積み重ねが、知識構成型ジグソー法

を用いた授業で生きていると考える。

⑤教材作りにおける連携

知識構成型ジグソー法を用いた授業づくりを行うにあ

たっては、英語科はもとより校内研で他教科の先生方に

実際に活動をして頂いたり、白即や他校の知識構成型ジ

グソー法を実践している先生からアドバイスを頂くこと

ができた。実践の前に様々な視点から指摘やアドバイス

を頂くことで、より良い教材作りができている。

また、これまで本校英語科で実践した知識構成型ジグ

ソ一法を用いた授業のワークシートなどの資料をデータ

としてまとめることができたので、他校でも生徒の実態

に応じてアレンジしてもらい、共に授業改善につなげる

ことができたら良いと考えている。

2.今年度の課題

知識構成型ジグソー法を用いた授業では、生徒同士の

インタラクションを活発にし、考えをより深めることが

可能となり、より質の高い英語でのコミュニケーション

をしようとする生徒のそチベーションをあげることがで

きた。しかし、英語での表現力のより正確な運用能力も

求められる。今年度は、文法事項を扱った知識構成型ジ

グソー法を用いた取り組みも行った。

取り組みの一つは、生徒が起こしやすい文法の間違い

に気づかせるような活動をエキスパート活動の一部に取

り入れたものであったが、気づいてほしい文法事項が身

についた生徒とそうでない生徒の差があった。また、そ

の1回の活動で文法のE確さを身につけさせることはで

きない。普段の授業で基礎基本の定着をさらに図る必要

がある。そして、単元全体キ年聞を通して、文法事噴のミ
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スが少なくなるフォローを行っていく。さらに知識構成

型ジグソー法など生徒が主体的に学ぶことができる方法

を引き続き模索していきたい。

英語で考えや情報をお互い伝え合う活動においても、

全学年でキーワードのみを用いて伝えようという取り組

みができたので、さらに伝わりゃすい表現が即興ででき

るように次年度以降も取り組んでいく。

生徒のコミュエケーション能力の割固においても、知

識構成型ジグソー法を用いた1時間の授業のみで割面す

るのではなく、単元全体を通してついた力を呈訓面してい

るが、さらに生徒のコミュニケーション能力が伸びる評

価になるように梯サした川

3. 3年間の総括

英語学習をさせていく際、 trainingと leぽ ningの両

方が必要であるが、知識構成型ジグソー法は、 le，出li砲

の部分で有効に使うことができる手法の1つであるとい

うことが分かった。また、より良いコミュニケーション

能力の衝尋を求める際、生徒自身に考えさせ替えを生み

出させるために知識構成型ジグソー法を活用することが

有効であると分かった。また、生徒が課題に対する解を

出しその解を共有することで、様々な見方や考え方があ

ることに生徒が気づくことができた。

次年度は、知識構成型ジグソー法.l2)j'トの手法も用いて、

伝える内容と的確な表現が伴ったさらに高いコミュエケ

ーション能力を身につけさせることができるように取り

組みたい。
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